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Abstract

Masataka Kosaka (1934-1996), a former professor at Kyoto University, was one of Japanʼs leading 

international political scholars in the postwar era. His major works remain bestsellers more than a quarter-

century after his death and have been widely translated into English. One of the editors has discussed Kosakaʼs 

unique contributions to international political studies in his biography, highlighting his role as a figure with an 

incomparable scale. Kosakaʼs academic style was deeply tied to his lectures. He started teaching “International 

Politics” in 1965, which became an official course in 1967. One of the reasons behind the publication of his book, 

International Politics, in 1966 was to organize his thoughts for these lectures, which were continuously updated 

with new documents and issues each year. As such, Kosakaʼs “International Politics” lectures overlapped 

significantly with the development of international political studies in Japan. Despite the importance of these 

lectures, there is a scarcity of materials discussing them. This article reprints the resumes of his “International 

Politics” lectures from 1991-1992, providing valuable materials for examining the development of international 

political studies and diplomatic history in Japan.
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解　　　題

京都大学法学部教授だった高坂正堯（1934－
1996）は戦後日本の代表的な国際政治学者の 1 人
だった．没後四半世紀以上を経ても，『海洋国家
日本の構想』（中央公論社，1965年， 同増補版，
1969年，中公クラシックス，2008年），『国際政治』
（中公新書，1966年，改版，2017年），『宰相 吉
田茂』（中央公論社，1968年，中公クラシックス，
2006年），『古典外交の成熟と崩壊』（中央公論社，
1973年，中公クラシックス，2012年），『文明が衰
亡するとき』（新潮社，1981年，改版，2012年），『外
交感覚─同時代的考察』（中央公論社，1985年，
千倉書房，2017年）などの主著はロングセラーと
なっている．著作の多くは英訳された．最近でも
『朝日新聞』2022年 6 月15日夕刊「時代の栞」が
『国際政治』をとり上げている．これからも高坂
は，研究の対象となり続けうる数少ない国際政治
学者だろう．

編者の服部は『高坂正堯─戦後日本と現実主
義』（中公新書，2018年）を著しており，その評
価について終章で「高坂の死は，総合的な魅力あ
る学問としての国際政治学の死であった」「高坂
がオリジナルな世界を持ち，比類なきスケールを
備えるオンリー・ワンの存在であったことに異論
は少ないと思われる」と記した．同書では功績だ
けでなく，予測の当否，憲法論の変遷，ブレーン
としての役割もたどり，足跡をできる限り公平に
扱うように努めた．しかし紙幅の関係から，講義
についてはあまり触れていなかった．

高坂が1965年から教鞭を執った「国際政治学」

は当初こそ特別講義であったが，1967年から正式
の科目となっている．高坂が1966年に『国際政治』
を刊行した動機の 1 つは，講義に際して自分の考
えを整理しておきたかったものと推測される．『国
際政治』刊行後も高坂は「国際政治学」の講義に
際して，毎年，新たな文献や論点を取り入れてき
た．高坂の学問体系は，講義と深く関連していた．
このため，高坂の講義は，日本における国際政治
学の発展と少なからずオーバーラップしている．

さらに高坂は1990年度から1991年度にかけて，
「外交史」講義を担当した．『古典外交の成熟と
崩壊』に示されるように，高坂の学問的原点の 1
つは外交史である．「外交史」講義はその歴史観
の一部を表している．このため，講義「国際政治
学」「外交史」は，国際政治学者であり文明史家
でもあった高坂の学問体系を体現したところがあ
る．にもかかわらず，資料が不足していたため，
高坂の講義について論じられることは少なかった．

編者の服部と塩入は，それぞれ1990，1991年度
に高坂の講義「国際政治学」「外交史」を受講した．
高坂は毎回，B 4 で数枚のレジュメを用意し，そ
れに沿って授業を行った．とりわけ塩入が保存し
ていたレジュメは，ほぼ完全なものである．本稿
は，1991年度に行われた「国際政治学」のレジュ
メを翻刻するものである．1991年度の「国際政治
学」の講義は，20のトピックスについて順番に講
じられている．

最初の 6 つのトピックス（「冷戦 二つの普遍主
義」「冷戦─米ソ抗争を伴わない抗争」「米ソ間
の軍備管理交渉」「1980ʼs のソ連の失敗」「ソ連及
び東欧 4 カ国の変革日誌」「冷戦の外交─政治
的手段としての交渉と緊張緩和策」）は冷戦の分
析であり，第 2 次世界大戦以降の大国間の対立に
ついて詳細に論じている．これについては1989年
に出版された『現代の国際政治』（講談社学術文
庫）が対応する著作となっている．しかしながら，
高坂の講義は様々な古典や著作を引用しながら進
められており，同書では記述されていない国際政
治の現実を扱っていることはいうまでもない．

次の 4 つのトピックス（「1945年以降の国際政
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治経済制度」「国際政治経済の理論と現実」「冷戦
後の国際関係の基本的特徴」「国際経済関係に関
する理論」）は国際政治経済システムを扱ってお
り，1994年10－12月に NHK で放映された「人間
大学 ポスト冷戦の国際社会」がそれに関連する．
その内容は，『平和と危機の構造─ポスト冷戦
の国際政治』（日本放送出版協会，1995年）とし
て出版されており，とりわけ第 5 章「自由貿易の
理論と現実」，第 6 章「『競争力』という妄想」が
それに当たる．

ついで 5 つのトピックス（「アメリカの体質と
将来」「安全保障システム」「ヨーロッパ」「アジア
の国際関係」「Pax Americana Part II」）は冷戦
後の世界各国を分析する．それに相当する NHK
「人間大学 ポスト冷戦の国際社会」は，前掲『平
和と危機の構造』のうち第 4 章「冷戦後のヨーロ
ッパ」，第 8 章「アメリカ衰亡論について」，第 9
章「アジア・太平洋圏の台頭」，第10章「アジア・
太平洋圏のセントラル・バランス」である．

さらに 4 つのトピックス（「戦略理論」「政治の
微妙さ─妥協と原則」「秩序の必要性と困難」「価
値と文化的相互作用」）は軍事ならびに歴史，文
化について，高坂独自の考えをまとめている．例
えば「戦略理論」では核軍縮について歴史的書物
を読み解きながら，その当時，国際関係論で応用
が始まったばかりのゲーム理論を紹介している．
「国際政治の今後─アウトライン」では，世紀
末にかけての展望を述べている．

高坂の講義「国際政治学」レジュメ翻刻は，日
本における国際政治学の発展を考察するうえで，
有意義な素材を提供するであろう．すでに30年以
上が経過したレジュメのため，判読しにくいとこ
ろがあることを御容赦願いたい．また，手書きの
書き込みは塩入によるものである．「外交史」レ
ジュメについては，他日を期したい．

末筆ながら，快く掲載を許可していただいた著
作権者に深謝申し上げます．
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